
海住山寺総合調査報告 (2) 
美術工芸研究室・歴史研究室

iii正住山寺よりの依頼による調査で，IIH和49年の総合調査の後を受け，II［！和51年度にその未了

部分の調査を完了した。 その調査目録は別途仮目録として印刷lζ付したが， 乙ζではそのう

ちの主要なもののみを攻り上げて紹介解説する。 なお今回も奈良国立博物館菊竹淳一・阪間宗

彦， 大和文警官't'i吉田宏志氏の？ilil協力を頂いた。

1 . 絵 画

。両界員茶線図（絹本若色〉 2踊 室町時代 （金剛界〕縦112.8cm， 横98.2cm CJ！台政界〉縦

112 .3 cm， 横99.8cm

鮮やかな浪彩lζ， 金泥椛り上げ彩色を用いた作品である。 図像的な厳密さを失いつつ， 現図

長茶経系の図像lζ従っている。 糊縦れとそ著しいが， 本地の保存！ま良好で， その主主留に「南都

芝野林口準」とある。 乙 の巻留；fhl:rはにわかには信じがたいが， 派手な彩色と弛緩した肢体の

表現などその作風から見て， 南部仏画iである乙とは問地いなし、。 室町時代末頃の南都での製作

と考・えられる。

なおζの他海住山手Jーには， 紙本者：色両界長茶線図 （江戸ii寺代）， �fl本着色金剛界史奇u-n図

〈江戸時代〉， 紙本木版下図彩色両界史主主経図2組 （江戸時代一うちl組は天i列5 fjりなどが伝わ

っている。

0浄土l玄I c兜率天公茶¥fg図〉 （絹本若：色〉 1幅 鎌倉II主代 縦177 . 0 cm， 横205 .2cm

やや横長の大柿の汀P土図で， 岡田の両側lζ斜め梨lζのびる後l品］の百？土を対位して拙き， その

聞を大きく宝池としている。 他の＇P央lζは舞楽段が設けられている。 左右の両浄土では後閣の

l 「 l f(llJJ)Kがおり， 多くの菩薩が間続している。 当j隊長：奈k¥tl図などの阿弥陀浄土図とは全く桃図

をJNtζし， むしろ弥似jの兜率天作土図｛ζ近い。 弥肋上生経lζ必づいて弥制が上生した兜率天に

おける四十九院の微妙室宮を描くものである。 兜本天長主伝統図は， 大阪短命寺本〈既調査済〉

などが知られており， それによれば明らかに本尊は未だ菩礎である弥抑jとして悩き， 宝宮の凹

門や主随が加えられ， 弥納浄土であるζとを示している。 しかし本図においては2つのか土共

その本尊は虫！l)KJ彰をなし， 弥初浄土としてのl珂徴を認めがたい。 一方釈迦と阿弥陀のj争土と見

て， :ii1仰の浄土図とも解されるが乙れも1i(iiJil:はない。 しかし他iζ矧例のないr.；�土図としてその

図像的な検乃はなお今後の研究lζ侠ちたい。 木図は後Ill:の補修が多く， 著しく闘而を！:LIねてい

る。布Ii制，fi日彩はもとより， 大日［1分lζ布ll筆が人っているが， うぶな官官分lζは柔軟な脇述な揃線

lζよって変化｛ζ山んだl当 JlJ な肢体の表引が認められる。 鎌倉時代1!1JDJの製作になると考えるの

がね当であろう。 〈口絵参日｛｛〉

0十一 1ffi悩背米迎図〈絹＊者色〉 l机 ＃.IIIJ時代 縦101 .8cm a民37.Scm

内主lζ来り大梅原をi越えて米迎してくる51tJ！�：の十一而観音を1Wiく。 独-X.'j.でJ.l i象の十一ffij観音
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海住山ミ子総合調査報告 (2) 

米迎図は京大寺本（紙調査済〕など数点知られており， 南部系十一而観音二米迎図として一括す

るζとができる。 いづれも南省11における観音信仰の所産と見られている。 右手を施1！！�畏とし，

左手lζは迎撃を河iした水瓶をとり， 十三条の放射光の顕光を負い踏：J;1Jの蓮華lζゴよっている。 H音

�色系の鈍重な色彩は主IIIJI時代仏i匝itζ通有のものであり， 切金・金泥による衣の文紋やj伎のJil'i

き方lζも形式化が著しい。 主IIIJll!j代後半の製作と考えられる。

0釈迦三尊十六羅漢図〈締本務色〉 3幅 南北lWJII Ht C:ill武5 ij三〉 ,i1師縦150.3cm, 横80.5

cm， 右師縦151.4cm， 桃68.8cm， 左腕縦150.5cm， 柿68.8cm

釈迦三尊の幅と各々八休つ
’
つのHl＆を怖いた京王i阪とで三幅対をなす。＂I師は， 大きなzf身

光を負い結liJAJlfJ�坐する金身の釈迦と， その左右にそれぞれ獅子・象lζ騎乗する火妹・；lf{-ffのこ

尊を描く。 獅子の手綱をとる俊民王と， 象使いがMiき加えられていて注目される。 乙の釈迦三

功：は岡山頼久苛：の釈迦三時図の凶作lζ制郎まで一致する。 ーブj左;ti·師の十六ff(:r:'JJ.は侍者をflっ

てI 1rj1 lζ配され， その図像は京郁夫宇手jの十六師本の羅漢図の1jコより主としてi:iliびながら， 他

の系統の縦訟をもiltえ相当呉研交l記した十六続出を桃成している。 1 j1でも波；）＜f巨漢を抑lき，｜きl

i象的｛ζ注目すべき点がある。 南北•：1111年代lζ特有の•F j以な作風で， 9Jlζ狩のJWi訟にJflいられてい

る輪郭総や点苔， 持の！WJJIJiの；，！，＼のぼかしによくその級式的特徴を表わしている3 木図は校-i"f lζ 

三幅共的同文の旧事,irを）！， ＇； (Jjしており， それによれば位武5年奴ill国inf辺Jy,j条鋭校村二（：新別所

においてIJIJI［《場f:11i川刻l上人， ブ�店!/i?i的.illiWI r附！とよって(J1,11され，！さ｜絵tJ.l唱は法l:IJ l1Jlitr
’
lと知るこ

とができる。ff<式的｛ζ」lても�JLt5 {j＂の製作と考えてよく， 製作年代と市者のlリjらかな114北，：v1

ll!j代仏JliljのlJiif/i （
＇ド例として山王な「｜品である。

釈迦Fi＇.�：トノミ総決｜史！のうち釈迦三，：�：lliil 地阪卜王｜苅のうちm－�；，1会広王
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家j；主国立文化財研究所＇.ji報

0地蔵十王図（紡木造：色〉 11杭 元H年代 j也版図縦101.9cm，横47.8cm，十王図縦99.0～105.0

cm，続44.3～44.?cm

いわゆる陸信忠織とされる地球・十王図lζ回し，j也肢の図像は間山宝師寺のj也践に，十王図

は京都大徳寺の十王図によく細部まで一致する。そのいずれもが元ll!j代とされており，本図も

落款・印立は見当らないが，陸信忠様式の特徴を追憾なく伝えている。附寒色のJi彩とくせの

強い制iiJ�によって緊衝な岡致を表わしており，日本での'iii;写本と見るより，元商と解すべきで

あろう。 陸信忠織の地政・十王図は他lζ滋賀永源寺本などがあり， それらの図像を比較する

と，いずれも相互に図柄を反転したものや，前面の地獄の部分や背後の添氏物を変化させたも

のなど， 基本的lζは数少ない図像を巧みに利用しているζとが知られる。 文当然同図柄の作

品も幾組も作られて舶ii来したことが予怨される。本 図も先の宝福寺本・大徳寺本lζ時同大であ

り，そのような作例のーっと考えてよい。

2. 書 跡

1975年度年報の調査報告（ 1）では， 泊五未了であった「大般若経J について報告 する。

O大般制緩蜜多経（銭安ゐo，内邸6 欠） 5附

紙本；:!J·；�：：，平安l時代克治頃写（但巻f:IH46, 253, 278, 279. 476, 477, 4781'1鎌倉時代裕写，また巻

ITT181～200は在日版版本〉，折本装（，＆子本改装〕，料紙貰斐紙（格交り），ユn界線

〔法E〕（巻第1 ) 縦23.0cm，横8.2cm, 45折半，ー紙長52.?cm，界高19.8cm，界阪l.6crn

「大般若経」600ど主のうち，巻第6 を欠くほか599帖現存し， 名100帖が＋J材の経箱 6個Iと納

められている。経箱は被荒でI J1 t'CilO段iTJ：ねであり，J庄内面などに「I L1州相楽mi版j点郷／海住山

／観音立常｛｜ ー物J 「主永五｝皆戊子九月吉辰修布llJ (/('i.改行を示す〉 とill2i=ーされ， 「抱」 「虎」

など六�の鐙豆rrm;_1_：：がイJされている。

ζの大般若経は本来桂子本 であったのが折－本装iζ改装され，経箱と同じく江戸時代宝永5年

(1708) 出に海住山寺－Iぬの降尼珠院光賢等が行なった修布llのときの白茶地lζ朱二重益法相 �w

店草文を木版刷した表紙（起iAA中央〉 を有している。 なお改装時lζ，｜日表紙を後till表紙下貼り

lζ転用しており，一部lζは外題を存するものもみられる。その旧表紙には丁子散しと渋引きの

2種あるが，外j邑の筆跡等からみて，それぞれ南北朝および室町時代のものと思える。後初表

紙下JI占りには，また巻尼 l和h付部を切断伝用したものもあり，それには奥苫の残っている場合も

あるが，その奥·r!Jーはおおむね別巻のものと考えるのがよかろう。

ところで占写年代は，数在のtill写経と南北1:vJJDJ摺写の春日版版経を除いて，筆跡・料紙等か
｛別鯨）

らみて院政JDJのものと考えられるが，�.＇Hζ「克治六年七月四日百写巳71)}:f:ijif白快迎／『詑尾

山之絞也」J c巻第54）のごとく， �治6年〈巻第54・112等17巻〉・ 7年（巻釘303�守7巻〉・ 8 :'i:j三

（巻俳195のl巻のみ〉など， 克治6 (1062〕～S年の年紀をもっ苫写拠出：がみえることからも，

そのH寺j切に 3写されたとみるのが妥当であろう。 また巻第494の奥；_1_:: c年紀なし〉 によると，花

尾寺住｛曽和告を臨i主として， その勧進のもと近隣の結縁衆の助成をえて， ：写経が遂行・された
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ζとがしられる。w:a以子は純りともかかれ，児治凶の人である （巻安：497）。 名＇i総1従tζは河内讃

�illl山家郷や摂津西成7lll柴的村の住人がみえ，在地 fiJi 主が「弘！｜立安店後 Iii:菩f)lj 「以災延命i首

長編芳；J �；を祈念して，私＇i縁衆やその縁者自ら，或はまた i凶lζ依却して大般若喜子ーを』写し，沌

J亘ミ＇／に森I欲したものであろう。料紙lζ黄色のほか，1炎泌・政弘i色のがあることや， 筆跡lζ10とき

まとまって同筆のものがある反而， l在数箔でかかれているなどー織でない。なお央；i:=lζは，

「1屯尼寺之経也」 （どちffi38等〕，「滝尼寺」 （也、負il316�事），「i,'t尼寺之＊」（巻節336�；） のみのものも

みられるが， ζれは古：写よりやや｜経る院政JりJ g'jの士I!と考えられる。沌尼寺については未詳であ

るが， 四条畷TIT南野（旧河内讃良）A\fj]可村市野）の屯j尼寺ーがその付近のNn,·t • i屯対｜！などの地名lζ

より閲主liがあるのでないかと忠われる。以後／，＇�尼マ＇j= tc；伝わったであろう当経は鍬合II与代を通じ

て，破損主主首j琶のrin：写（巻第18�）.欠火巻の1ill在がなされている。

とζろが南北開j切にはいると， 巻末till：写の場合lζは 「 ｝fll tι弐年七月 －

u
・五日 於天神宮』・�

畢」〈巻第405）とか， 修補のときには「j皆必弐年詰七月U三日之修復／山和IJj天下｜γ!1I1，前l経也」

〈巻貸1447)の修補奥苫を認めたものがでてくる。 また「j下手(I山店街i経也」〈巻お347�）とのみ

記したのも数栓あり，ζれらも南北朝JVJ箔と考ーえられるが，乙のことから， 乙の大般若経は熔

応年間(1338-42） には沌尼寺から岸和III庄の天神宮lζ移されていたことがしれる。 岸和Ill庄

は鎌倉から南北朝J切にかけて妙法院文占（ζ新日吉祉制とみえる荻悶1\111とあった日1間（現門ょ＇.HlfJニド

和問〉であろう。 ややl時代が下る（応永tJl〕奥；＇F・ ！と 「河内凪讃良7lll八筒所岸和[II佐多宮市・f_J:：山

（下略〕」（巻第600）とあるが， もしこのjギ拘l LL!佐多宮が天神宮と同じだとすると， 到すLJ di佐

太（11:1次回1ni庇m村佐太〉にある｛左大有1,r-1：が乙れにあたる乙とになる。 佐太神社もまた'i":' JJ;Liutt 

を肥る社である。結良7llli'＼ま不1:1111佐多目とあるのがIHH逝であるが，他どさにも「i11.f内国讃！＊. /HIJ；，：羽I

m庄於天神宮／み：写皐J〈巻釘167）とみえ， ;;1利IJJJ.王j或が両/l111と跨がっていたか何かで，讃良

市山J羽田とかかれたのであろう。しかしJ;11-r1mと佐太 M凡i，とは宕干距離があり， またj �l和1111ζ

菅原料i社という社があることからみて天神宮すなわち科大制作l：とは断言はできない。沌尼寺か
（別'fl，院政IUJ)

ら天神宮lζ移った11.yJりJは， もし次の災 ， 'l＝「J;1和Ill／「沌ii守之木j／亡二二コ皮LF-1f必tlisi波也J

Cl..3第336）を関連ありとすると， 元徳2年(1330）かと思えるが， なお検；；Jを嬰する。

l判北i：�Jから＇.€｛1HJ 1l1i J切にかけて当経が天や111>；にあったζとは，之さ第l, 100, 300, 400, 500,

600の巻末に， 応永年間天·M11=r • 'i；：法苛でのよ
＇

IKを；己した事，'l
＝

ーがある乙とでしられる。その後

天文年間の校合や，主IIIJ後!DHζ巻末1ζ党字J＇.！；言（光明l'.]；言�；・三顧〕がかかれるなどののち，点目

版版経20巻が締迭され，江戸時代にいたり海i主山ミ�
－

，，ζ入ったと忠われ，'.3l：永＂FflOIζ修補が加え

られたのはiJlj illのごとくである。海ii:山苛では「十一面倒自在←�＇i玄j)1j f-1物J 「矧1.:.r：左前什物」

として本1;:.: C観音1:!,:) lζ安it，：され，月次l伝説などにJTJいられていたようである。

なお，g\1F校合lζは1!Pc'.T-llをのもののほか， 以後鎌合一五！！りにかけて数駆あり， また鎌倉後期

・出Hり
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